
令和５年１０月分（４件） 

 

【子育て支援について】 

内容  館山市で子育てをしています。第三子が産まれ、現在育休中です。職場復帰に向けて

保活を進めています。 

 館山市の今後の子育て支援について変更されることはありますか。市川市は第二子の

保育料無料（第一子の年齢問わない）、南房総市は保育短時間の無料が発表されました。 

 また、市によって保育料の違いがありますが鴨川市と館山市で所得割 397,000 円以上

の区分では約 3万円館山のほうが保育料が高いようです。（0～2歳児第一子標準時間 館

山 8万円鴨川 50,900円） 

 同一世帯に保育園、幼稚園等を利用する兄弟がいる場合は第二子が保育料半額、第三

子が無料も年子で産まないとなかなか難しいように感じます。 

 所得割によって保育料の差がかなりありますが同じ保育を受け、同じ給食を食べてい

る子どもたちです。これではキャリアのためとはいえ働き損にも感じます。 

 ほとんどの人が育休は１年で取っていると思います。復帰の時は保育料無償化の対象

ではない 0～2歳児です。   

 ぜひ働きやすい、子育てしやすい、住みやすい館山市作りのため善処願います。 

 
【R5.10.1受理】 

回答 お問い合わせいただきました子育て支援に関してお答えいたします。 
 ご意見の中にもありますとおり、鴨川市では平成２７年度から他市町村より低い保育
料を設定しているほか、令和６年度から、南房総市では保育短時間児の保育料の無償化、
市川市では第２子以降の保育料の無償化を実施することについて認識しています。 
 これらの取組は、近年の少子化に伴い、各自治体による地域ならではの特性に応じ、
保育の必要性がある子どもをどのように預かり、保育を行うかを検討した結果であると
考えます。子育て支援は自治体にとって重要な施策であり、館山市としても力を入れて
いる施策です。 
 館山市におきましても、令和７年４月からの公私連携幼保連携型認定こども園を開園
し、「大幅な延長保育」、市内では実施していない「どなたでも利用可能な一般型の一時
預かり事業」、「体調不良児対応型の病児保育事業」の実施など、保育サービスの拡充を
予定しています。 
 将来をしっかりと見据えた子育て支援を行うためにも、また、多様化した市民ニーズ
に対応していくためにも、いただいたご意見も参考にさせていただき、この他にも実現
可能な事業を検討していきたいと考えています。 
 このたびは貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。 
 

                        【R5.10.12回答】 

 

【移住・定住の促進（実績確認）について】 

内容  先日開催された事業仕分けに参加させて頂きました。 

実際の取組みを聞け大変勉強になりました。予算を有効活用して頂けることを期待して

います。 

当日、若い人がたくさん傍聴されていて少しびっくりしました。また同時に希望も感じ

ました。 

 私はコロナ禍の 2020年 12月に Uターンして来ました。 

現在も引っ越す前から在籍している東京の会社へ週 2～3日出勤して、残りはテレワーク

でのハイブリット勤務しています。 

 東京迄、高速バスを利用しています。往復 6 時間の通勤時間は大変ですが、館山に着

くと海が見えるので On/Offの切替えが出来てとても気に入っています。 

 新鮮な魚や野菜が食べられ自然を感じながら、ワークライフバランスの取れた人間ら

しい暮らしができる場所と思います。 

 又、6時発の高速バス乗車される人が思ったより多く、改めて東京へ通勤圏内である事

を実感しています。 

 仕分け人の川邊さんも言われていましたが、移住・UI ターンの促進は人口減対策とし

て重要と思います。 



 私のような U ターン者はおせっかいを利用しないで、自分で色々調べて引越し決める

人がほとんどと思います。 

 転居者の内訳実績で、移住者、UIターン者の把握出来てない事について 

 窓口で転居理由（勤務地と理由等）の確認するようなチェックできれば、その場で移

住支援金対象かも分かり申請も出来るので、直ぐに対応した方が良いです。（1 年前くら

いですが市役所へ提案しました。） 

 又、過去に遡った実績取得も市役所 HP内で移住者、UIターン者アンケートを取って実

績を確認してはいかがでしょうか？ 

遡っての移住者、UIターン者数を確認できたら、実績数がアピールになると思います。 

 私も Uターンした市民として地域に貢献できる事があれば協力したいと思います。 

 よろしくお願いします。 

 
                                【R5.10.5受理】 

回答 この度は「市長への手紙」をいただき、誠にありがとうございます。 

 また、東京での仕事も続けられながら、館山市にＵターン移住されたとのことで、重

ねて感謝申し上げます。 

 ご意見にもありますとおり、館山市に転居・転入された方の実態把握の必要性を認識

し、１０月２日（月）から本庁舎１階の市民課窓口において、市外から転入された方を

対象とするアンケート調査を実施しております。 

 また、先日の事業仕分けでは、川邊様をはじめ仕分け人の皆様、市民判定人の皆様か

ら、「転入理由等の分析」・「安房地域での連携したプロモーション活動」・「観光客や旅行

者へのＰＲ」など、移住・定住の促進に向けた様々なご意見を頂戴しました。 

 直ぐに対応できる取組として、まずは転入者アンケートによる分析から始めてまいり

ますが、移住関連の支援制度等の周知がまだまだ十分ではないことも認識しています。 

 以前には、「移住という大きな決断をするにあたり、長年住み続けられている方や先輩

移住者の声や思いを参考にしたい」という相談を受けたことがあります。 

 今後、移住やＵターンを希望される方に対し、館山市はもとより南房総エリアの持つ

魅力や求められる情報をしっかりとお届けするとともに、移住・定住の促進に繋がる支

援の充実についても併せて検討してまいりたいと考えています。 

 「Uターンした市民として、地域に貢献できることがあれば協力したい」という力強い

お言葉を頂戴いたしましたので、今後、移住・定住に関わる取組を進めていく際には、

お力添えいただけましたならば、幸いに存じます。 

 この度は貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。 

 
                        【R5.10.12回答】 

 

【北条海岸の整備修復について】 

内容  海岸の整備事業は千葉県の管轄で、安房土木事務所の事業とはいえ、このような事態

になった現状の打開を館山市としてもどうするのか伺いたいと思います。 

 添付の写真は、2023年 10月 19日朝の北条海岸休憩所前のものです。 

 大雨が降れば、排水溝から海に雨水が流れ出し、無残にも幾重にも土砂で埋め立てら

れてしまった波打ち際に至る階段が顔を出します。波打ち際には大きな石ころがゴロゴ

ロしています。なぜこのようにしてしまったのでしょう。土砂で埋め立てられた海岸は

傾斜が急で、日除けテントやシートを敷いてくつろげる場所で無くなっています。 

一方、埋め立てられていない砂浜は、きれいな夕日百選に選ばれる、海水浴場の景観を

残しています。 

 市民の誰もが、税金を何重にも使ったこうした安房土木事務所の行った「海岸整備事

業」とは何だったのか疑問を持っています。 

「だん暖たてやま」7月号の 6ページの写真と比較できる角度からの写真も添付の中にあ

りますが、海水浴場や夕日百選に選ばれる海岸とは似ても似つかぬものとなっています。 

 千葉県が行う事業としても、館山市にある海岸で過去に整備をして、市民や観光客が



癒される海岸としてきたはずです。土砂を取り除いて、海岸の環境破壊と景観破壊から、

どうか昔の景観を取り戻すよう館山市も善処していただきたいと思っています。 

毎朝遊歩道を散歩するたびに、爽やかさではなく、この残骸を見て痛々しく腹立たしい

気分になるのは私だけではないはずです。 

どうか、市長も早急に現地を見に行ってください。そして対策と意見を聞かせてくださ

い。よろしくお願いいたします。 

 市民も観光客も白い階段に腰かけて、美しい館山の百選の夕日を眺めたいと思ってい

ます。 

 
                                【R5.10.30受理】 

回答  「北条海岸の整備修復について」にお答えいたします。 

 北条海岸については、私も現状を把握しております。 

 御指摘いただいた「白い階段」は、「緩傾斜護岸」というものであり、その効果は、波

の反射を低くし海岸浸食作用を低減するため、波の打ち上げ高を低減するためのものと

されています。 

 千葉県安房土木事務所に確認したところ、「波打ち際の大きな石は、緩傾斜護岸の整備

にあたり、基礎地盤の凹凸を補正して構造物の安定を図ることを目的とした基礎捨石で

あり、それが砂浜の浸食等により露出してしまっている。また、養浜工事については、

過去に北条海岸において露出した岩で怪我をした人がいたことから、その対策として、

年２回、春と秋に実施している。」とのことでした。 

 館山市の『海』は大きな魅力の一つであり、市としてもその魅力を活かしたまちづく

りを進めています。 

 そうした中、北条海岸の状況については、海辺のまちづくりを進める館山市としても

事態を重く受け止めており、海水浴場の開設も控えていたことから、今年５月と６月に、

安房土木事務所と協議を行い、適切な維持管理について強く要望したところで、安房土

木事務所からは、「盛砂をなだらかにする工事及び砂の中に混ざっていた瓦礫の撤去につ

いては、海水浴場の開設前に実施する」との回答があり、「実際に工事を行った」との報

告も受けました。 

 海岸の維持管理については、海岸管理者である千葉県安房土木事務所が実施するもの

であることから、館山市としては、引き続き千葉県に対し、景観に配慮し、適切な維持

管理を行うよう強く要望をしていきたいと考えております。 

 このたびは貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。 

 
                        【R5.11.13回答】 

 

【昨日の館山城祭り駐車場】 

内容 おはようございます 

写真撮影用の台、作成ありがとうございます。 

昨日の駐車場管理及び台数の予測をどのように想定したのかわかりませんが駐車場を

探し観光客の方々は同じ道を往復しとても大変そうでした。 

たまたま公園より帰宅時にあまりにも酷い言葉を聞いてしまいがく然としました。駐

車場誘導員の方が(ああやって何度も U ターンして来るから道路が渋滞するんだ)と話し

ていました。 

予想以上の場合の想定準備、連絡方法、連絡本部など他さまざま細部までの打ち合わ

せをしての催し物だったのか疑問を感じました。 

11月のディズニーのパレードにとても不安を感じます。10両編成の電車も走るそうで

すね。 

次の催し物の時は観光客の方々になるべく不快感を感じさせないでください。 

 
                                【R5.10.30受理】 

回答 この度は、城山公園駐車場の誘導員へのご指摘と、この行事にお越しいただいたお客

様に対するお心遣いを頂きありがとうございます。 



 今回のご指摘を受けまして、城山公園を会場としました「館山城秋まつり」の主催者

と関係団体に事実確認を行い、当時の対応と今後の対策につきまして確認いたしました。 

 主催者からは、「今回の行事が同時開催であったこともあり、前回のイベント開催と比

べ駐車場の利用を最大限に考え、警備会社にも依頼したところですが、駐車場の確保が

十分ではなかったことから、このような事態となりました。今後は、関係者一同に『お

もてなしの心』を共有し、お越しいただいたお客様が気持ちよく過ごしていただける体

制づくりを心掛けてまいります。 

 次回開催時には、より多くの駐車場を確保することと、イベントを分散することで、

来園者が集中してしまわないようスケジュールの調整を図ってまいります」との回答を

頂きました。 

 また、11月 12日の「館山チアアップ・千葉県誕生１５０周年記念パレード」につきま

しては、主催者の千葉県、開催市の館山市、館山警察署や安房消防本部と会場整理や交

通警備について協議を重ねております。 

 館山市内外から多くの方が観覧に来られることが予想されますので、車での来場を控

え、公共交通をご利用いただくよう市広報や SNSなど、多くの情報発信媒体でお知らせ

をしているところです。 

 パレード当日は、関係機関と協力して万全の体制で臨み、「また館山市に来たい」と思

っていただけるようなおもてなしをいたします。 

 このたびは、貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。 

 
                        【R5.11.10回答】 

 

 


